
〔
福
田
明
議
員
〕
20
年
度
決
算

見
込
み
と
本
年
４
月
、
５
月
の

業
績
は
ど
う
か
。

〔
病
院
事
務
部
長
〕
20
年
度
の

病
院
事
業
収
入
は
、
30
億
２
４

０
０
万
円
で
、
前
年
比
４
・
３

％
減
。
う
ち
医
業
収
入
29
億
１

１
０
０
万
円
、
前
年
比
４
・
７

％
減
と
な
る
。
い
っ
ぽ
う
病
院

事
業
費
用
は
、
33
億
２
１
０
０

万
円
で
、
前
年
比
２
・
４
％
減
。

医
業
費
用
は
32
億
１
５
０
０
万

円
、
前
年
比
０
・
３
％
減
。
そ

の
結
果
、
２
億
９
７
０
０
万
円

の
損
失
計
上
、
前
年
よ
り
５
５

０
０
万
円
の
悪
化
の
見
込
み
で

あ
る
。

４
月
診
療
報
酬
額
は
、
１
億

５
８
０
０
万
円
、
前
年
よ
り
６

９
０
０
万
円
減
と
な
っ
た
。
減

収
の
原
因
は
、
医
師
の
退
職
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
推
測

し
て
い
る
。
５
月
は
、
１
億
７

０
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

〔
福
田
議
員
〕
脳
外
科
医
、
整

形
外
科
医
の
招
へ
い
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕
脳
外
科
医
は
一
人
、

外
科
医
は
院
長
で
一
人
、
整
形

外
科
医
に
つ
い
て
は
困
難
を
極

め
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

最
低
３
人
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
轟
院
長
含
め
、
精

い
っ
ぱ
い
招
へ
い
に
努
め
る
。

〔
福
田
議
員
〕
私
は
、
千
葉
県

立
東
金
病
院
の
院
長
で
あ
る
平

山
愛
山
医
師
の
著
書
『
地
域
医

療
を
守
れ
』、
さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教

育
テ
レ
ビ
で
『
地
域
医
療
再
生

の
処
方
箋
』(

５
／
24
放
映)

か

ら
、
地
域
医
療
の
崩
壊
の
危
機

か
ら
再
生
へ
の
実
践
例
を
見
た
。

東
金
病
院
の
平
山
先
生
を
は
じ

め
、
岩
手
県
の
藤
沢
町
や
遠
野

市
な
ど
全
国
各
地
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
医
師
や
自
治
体
関
係
者

が
登
場
し
、
本
市
の
市
立
病
院

再
生
の
糸
口
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
と
感
銘
を
受
け
た
。
地
域
医

療
再
生
の
た
め
の
２
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
る
と
考
え
る

①
医
療
と
福
祉
・
介
護
の
一
体
化

ま
ず
１
つ
は
、「
医
療
と
福
祉
・

介
護
の
一
体
化
」
で
あ
る
。
本

市
で
も
65
才
以
上
の
比
率
が
す

で
に
25
％
に
達
し
、
あ
と
７
～

８
年
で
30
％
を
突
破
す
る
。
高

齢
者
は
、
た
い
が
い
二
つ
以
上

の
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ(

例
え
ば
、

血
圧
が
高
い
と
同
時
に
腰
が
痛

い
と
か)

を
持
っ
て
お
り
、
医
療

も
介
護
も
必
要
と
な
る
。
こ
れ

か
ら
の
病
院
は
、
医
療
施
設
と

介
護
・
福
祉
施
設
を
併
設
し
た

ほ
う
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
市
も
そ
う
し
た
方
向
を
め
ざ

し
て
い
る
が
、
新
病
院
の
設
計

に
さ
い
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
施

設
等
の
併
設
を
想
定
し
た
も
の

と
な
る
の
か
。

〔
市
長
〕
で
き
れ
ば
、
病
院
と

介
護
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
併
設

を
考
え
て
の
設
計
の
方
が
よ
い

と
思
う
。
た
だ
し
財
源
の
問
題

か
ら
、
第
１
期
、
第
２
期
工
事

と
な
る
。

②
病
院
と
行
政
・
議
会
・
住
民
の
共
同

〔
福
田
議
員
〕
か
つ
て
の
市
立

病
院
の
運
営
は
医
師
ま
か
せ
的

な
感
が
強
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
充
分
に
黒
字
経
営
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
違
う
。
大

学
病
院
の
医
局
か
ら
黙
っ
て
医

師
が
派
遣
さ
れ
る
時
代
は
終
わ
っ

た
。
地
域
医
療
や
公
立
病
院
の

再
生
に
成
功
し
て
い
る
自
治
体

で
は
、
例
外
な
く
、
病
院
、
行

政
、
議
会
、
住
民
が
、
自
分
た

ち
の
地
域
医
療
や
病
院
を
ど
う

す
る
の
か
を
議
論
す
る

体
制
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
今
後
、

そ
う
し
た
体
制
を
つ
く

る
べ
き
で
あ
る

〔
市
長
〕
同
感
で
あ

る
。
情
報
開
示
し
な
が

ら
み
な
さ
ん
の
意
見
を

聞
く
べ
き
と
考
え
る
。

病
院
検
討
委
員
会
は
現

在
18
名
だ
が
、
そ
の
補

充
も
あ
り
う
る
。
宮
城

県
涌
谷
町
の
例
を
み
る

と
、
民
生
委
員
さ
ん
が

参
画
し
て
い
る
。
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

〔
福
田
議
員
〕
地
域
医
療
の
危

機
は
、
あ
る
意
味
、
地
域
再
生

の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
住
民

が
こ
れ
だ
け
真
剣
に
市
立
病
院

の
問
題
を
考
え
る
機
会
は
こ
れ

ま
で
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の

住
民
の
力
は
、
新
病
院
建
設
で

も
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
も

大
き
な
力
に
な
る
と
確
信
す
る
。

〔
福
田
議
員
〕
昨
年
、
３
才
未

満
児
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

を
実
施
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

そ
の
後
、
私
は
段
階
的
に
無
料

化
年
令
を
引
上
げ
る
べ
き
で
あ

る
と
質
問
し
た
が
、
市
長
は
、

１
才
づ
つ
あ
げ
る
よ
う
な
面
倒

な
こ
と
で
な
く
、
上
げ
る
な
ら

一
気
に
や
る
ほ
う
が
い
い
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
し
い

議
会
で
議
論
し
よ
う
と
い
う
答

弁
だ
っ
た
。
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
無
料
化
の
実
施
は
時
代
の

流
れ
。
早
急
な
実
施
を
要
望
す

る
。〔

市
長
〕
前
向
き
に
検
討
す
る

の
で
も
う
少
し
時
間
を
ほ
し
い
。

福
田
明
議
員
が
在
職
25
年

こ
の
た
び
、
福
田
明
議
員
が

議
員
在
職
25
年
で
、
全
国
議
長

会
お
よ
び
関
東
議
長
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
福
田
議
員
は

「
今
後
と
も
、
住
民
こ
そ
主
人
公

の
立
場
で
、
市
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力
で

が
ん
ば
る
」
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。
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６
月
議
会
で
の
日
本
共
産
党
の
福
田
明
議
員
の
一
般
質
問
の

大
要
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
質
問
の
冒
頭
、
７
ヶ
所
で
開
催
さ

れ
た
「
新
病
院
建
設
・
市
政
座
談
会
」
に
つ
い
て
は
市
内
で
話

題
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
は
市
長
の
報
告
が
好
感
を
持
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

市
立
総
合
病
院
の

経
営
状
況
は
？

病
院
再
生
に
向
け
て

２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

医
療
費
無
料
化
を

小
学
校
入
学
ま
で

新病院・市政座談会（華川公民館、5/27）

(関南町関本下、６/12)


